
2 月 4 日（木） 

本日の JICA 研修では「日本の教師教育における政策と評価」についての講義を踏まえ

たディスカッションが行われました。 

日本では現在、より実践的な教員養成のカリキュラムとして初任者研修や教職大学院が

設置されています。これを踏まえて、参加者の国における教師教育制度についての意見共

有が行われました。例えばある研修員の国では、4 年間大学における教職課程を経て教員

採用試験に合格した後、1 年間の実践的なカリキュラムに従事し、その後は期限なしの教

員免許が交付され、希望のポジションに

配属されるそうです。 

 

次に「教師のアイデンティティとモチ

ベーション」に関する議論も行われまし

た。 

そこでは、下記図がピックアップされ、

話し合いが行われました。 

図では教師の勤続年数や勤務地（都会・

田舎）によって「もう一度教師を選択す

るか」「今後 10 年でどのポジションに

いると思うか」といった問いに対する回

答の割合が大きく異なるという特徴が見

られる点について、「なぜこのような現

象が起きるのか？」,「本ディスカッシ

ョンでは 10 年教師を経験する間に、家

庭を持ったり職場での責任が増加したり

と、環境が変化する中で、教師という職

業の位置付けが変化するのではないか」

などの指摘がありました。 

 

 


